














How to Maintain Identity within
the Integration Process in EU?
HIDASI Judit
Despite of successful integration processes in the ﬁelds of trade, economy,
ﬁnance, and legal harmonization, Europe seems to resist cultural integra-
tion. On the contrary, partly as a reaction to uniﬁcation on the legisla-
tive level, peoples of Europe appear to manifest their cultural identities
on the national level more extensively than before. Cultural and lin-
guistic pluralism in Europe is a part of the historical heritage and as such
is treated as an asset. Multilingualism in Europe and in EU operations
is an expression of its cultural wealth on one side but a huge burden in
ﬁnancial and human resource management terms on the other. The
new concept of the “plurilingual European citizen” articulates the expec-
tation of commanding two foreign languages besides one’s own mother
tongue. To this end, the Common European Framework of Reference
for Languages has been introduced as a guide-line for documenting,
assessing and monitoring foreign language acquisition with the aim to
facilitate intercultural interaction, cross-border mobility of students and































































































































































































あった。それら各国語を現地語の発音で ABC順に並べると、es, da, de, el,
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フランス語、ドイツ語のいずれかを仕事上で選択することになっている。




が 2004年からより厳しくなる理由は、2004年 5月に予定されている EU
拡大にともなう加盟国増加のためだ。10ヵ国がさらに加盟することによっ











促進するという EU 政策である。この新しいコンセプト ‘プルリリンガ
ル・ヨーロッパ市民’ は、従来の ‘マルチカルチャー’ ‘マルチリンガル’
という概念に代わって出てきたものである。
表 1. EU 行政上の媒介言語コスト(年間)
公用言語数 翻 訳 通 訳 予 算
11 公用言語 120万枚 110方向 800 mill. EUR
(2004年 4月まで) (11言語 × 10) 8億ユーロ
20 公用言語 ????? 380方向 ????
(2004年 5月から) (20言語 × 19)
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EU 統合化にみる新たな多言語政策
Multicultural (国や集団のレベル) <<<<<>>>>> Pluricultural (個人のレ
ベル)
Multilingual (国や集団のレベル) <<<<<>>>>> Plurilingual (ヨーロッパ
人 >個人)
これらの用語の違いについて述べておくと、国やコミュニティなどの社









る。つまり ‘マルチ文化’ ‘マルチ言語’ は複数の要素からなりたつ総体で




ことを意味する ‘EU 市民’ という概念が新たに浮上したことによって、
アイデンティティの問題が複雑になりつつある。たとえば、オランダの住
民は自分をまずどういう存在だと述べるだろうか。ヨーロッパ人かオラン
ダ人か ? イタリア人ならどう感じるか ?
調査によれば、EU最少人口の 45万人がすむルクセンブルクにおいて


















































ヨーロッパ諸国の教育大臣たちは 1999年 6月 19日、ヨーロッパ高等教育
体制の調整、もしくは統一的なヨーロッパの高等教育領域 (Genuine Eu-






















てほしいという先述の目標を具体化するため、欧州評議会 Council of Eu-
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rope は ‘欧州共通フレームワーク Common European Framework of Ref-















共通参照レベル Common Reference Level 新 称
基礎段階の言語使用者 Basic User A1 と A2
自立段階の言語使用者 Independent User B1 と B2


















くとも B2レベル、第 2外国語で少なくとも B1レベル(上記の表の網掛け
部分)に達することが期待されている。
9. ヨーロッパ・ランゲージ・ポートフォリオ (ELP)

















このうち Language Passport は、ヨーロッパ評議会が設定する 6つの熟
達度レベルの各レベルにおいて、学習者が自分自身で学習言語の達成度を
スキル別に細かく記録していくものだ。スキル項目は今までのシステムと






















次に Language Biography という セクションであるが、これは Language
Passport とは異なり、毎週もしくは毎月、学習進行状況を記録してゆく
language learning diary とよべるものである。Language Biography は、Lan-
guage Learning,  Intercultural Experiences,  Heritage Languages の 3つに分
かれている。Language Learning のページでは、学習者が自分自身の目標
を設定し、学習過程を見つめ、自己評価を行い、次の目標を定めていくこ
とができるようになっている。この中の My checklist of target skills は、
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関連ウェブサイト
http://europa.eu.int/activities
http://www.coe.int/T/E/CulturalCooperation
http://europa.eu.int/institutions
CEF に関するサイト
http://culture2.coe.int/portfolio/documents–intro/common-framework.html
ELP に関するサイト
http://culture2.coe.int/portfolio/documents/
